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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社 AFC-HD アムスライフサイエンス  

 

[企業 ID]  2927 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2025 年 8 月期決算説明会 

 

[決算期]  2025 年度 通期 

 

[日程]   2025 年 10 月 29 日 

 

[ページ数]  41 

  

[時間]   15:30 – 16:28 

（合計：58 分、登壇：41 分、質疑応答：17 分） 

 

[開催場所]  103-0026 東京都中央区日本橋兜町 3-3 兜町平和ビル 3 階  

   第 3 セミナールーム （日本証券アナリスト協会主催） 

 

[会場面積]  145 ㎡ 

 

[出席人数]  27 名 

 

[登壇者]  4 名 

代表取締役会⾧    淺山 雄彦 （以下、淺山） 

取締役会⾧室⾧    南方 茂穂 （以下、南方） 
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株式会社さいか屋 代表取締役社⾧  山野井 輝夫（以下、山野井） 

株式会社さいか屋 常務取締役  中野 宏冶 （以下、中野） 
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登壇 

 

司会：お待たせいたしました。定刻となりましたので、ただいまより、株式会社 AFC-HD アムス

ライフサイエンス様の 2025 年 8 月期の決算説明会を開催いたします。 

初めに、会社からお迎えしている 4 名様をご紹介申し上げます。まず、株式会社 AFC-HD アムス

ライフサイエンスの代表取締役会⾧、淺山雄彦様。 

淺山：淺山です。よろしくお願いします。 

司会：同社取締役会⾧室⾧の南方茂穂様。 

南方：南方です。よろしくお願いします。 

司会：株式会社さいか屋、代表取締役社⾧の山野井輝夫様。 

山野井：山野井です。よろしくお願いいたします。 

司会：同社常務取締役、中野宏冶様。 

中野：中野です。よろしくお願いいたします。 

司会：どうもありがとうございました。本日のご説明は、淺山様、山野井様よりと伺っておりま

す。ご説明の後、質疑応答の時間を設けていただきます。 

それでは、早速よろしくお願いします。 

淺山：淺山です。本日はよろしくお願いします。 

本日は株式会社 AFC-HD アムスライフサイエンスと、一部、株式会社さいか屋合同でご説明させ

ていただければと思いますので、よろしくお願いします。 

それでは早速、決算の発表に移らせていただきます。 
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まず、当社の本業は、ヘルスケア事業という主に健康食品に係る事業が本流の事業です。そちらの

市場環境ですが、ここ数年は微増しながら市場状況は非常に良かったのですが、2024 年 3 月に、

小林製薬様の紅麹の問題が一部市場で非常に、あまり良くないニュースとして騒がれたこともあ

り、前年比 5%ぐらい落としているような環境の中で、今期頑張ってきました。 
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日本の人口が少子高齢化で減っていく中で、当社を取り巻く市場はどうなっていくのかについてで

す。 

65 歳以上が増えていくと、2030 年問題や、いろいろなニュースで出ていますように、サプリメン

トを摂取する年代のメインが 60 代以上で 43%ということで、国内市場もこちらの人口が、向こう

10 年、20 年と、国としてはあまり良くないことと思いますが、市場としては国内市場もまだまだ

これからの業界だと思われます。ただし、人口が減っていく中で、若い世代がこの後 10 年 20 年

たった時に国内市場が減っていくことが予期されますので、減少分を海外に今から積極的に出てい

くという考え方で取り組みをさせていただいております。 
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問題になりました紅麹問題も、足元は少し落ち着いています。この市場自体は、もっと影響が出て

いるかと思いましたが、実際は伸び率が少し鈍化し、2 桁から 1 桁になりました。確かに減っては

いますが、機能性食品の市場自体は伸びていて、こちらが過去最高だったということが驚きでし

た。 

こちらは健康産業速報という業界資料ですが、健康食品市場が 5%減となってる中で、業界売上の

40%近くが、今は健康食品の通販をされている会社さん、これはインターネットでもそうですが、

こちらは少し落ちているということでした。機能性表示食品以外の健康食品もかなり多いですが、

この問題に引きずられて、定期購入をやめようと、そういうお客様がいたそうです。全体としては

ちょっと下がっていますが、この機能性表示食品というのは、今後も少しずつ伸びていく市場では

と考えております。 
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通期、おかげさまで過去最高の売上を上げることができました。連結で 326 億 5,500 万円の達成

率 105%、営業利益 24 億の達成率 110%、経常利益 24 億 4,000 万の達成率 111%、当期純利益 14

億 4,800 万の 110%、減価償却費 10 億、EBITDA につきましては 34 億 9,900 万、増減としてプラ

ス 7 億 2,000 万、前期比として 126%で終えることができました。 
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当社はグループ企業で事業も多角化しており、その内訳になります。 

下三つ、ヘルスケア事業につきましては、下から本業の OEM 事業、ヘルスケアの海外、自社通販

で、こちらは先ほどちょっと触れました通販がメインの事業のため多少苦戦しています。前期比と

して 98%です。名古屋にあります本草製薬の医薬品事業が前期比 107%です。 

百貨店事業は、一部テナントさんの賃料に変わっていることもあり、売上はマイナスになっており

ますが、利益率は大幅に改善しております。飲食事業は、前期比として 109%です。新たな事業と

して、不動産・建託事業が 140%です。その他いろいろ、観光、給食、日本語学校等があります

が、こちらは前期比 216%でした。 
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こちらは各事業が前期と比べて増えたのか減ったのかという資料です。 

OEM はプラス、海外もプラス。自社製品、これは通販で若干マイナス。医薬品もプラス。百貨店

は、後ほど詳しく説明しますが、売上についてはマイナス。飲食は、売上は前年より増えていま

す。不動産・建託は大幅に伸ばしたということで、売上は増減額として 24 億 6,900 万ということ

で増収になっております。 
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利益ですが、事業別でメインのヘルスケア事業につきましては、アムスの OEM 事業が前期比

101%。ヘルスケアの海外、こちらは大幅に伸びておりまして、利益も 122%。自社製品の販売

は、利益については非常に改善して前期より 109%。医薬品事業も 107%。百貨店事業の売上は、

前期比は減少でありましたが利益について大幅に改善しています。不動産も前期に対して 2 億

8,400 万円改善しています。 
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事業別の推移です。OEM は、ここまでずっとプラスです。飲食は、売上は前年より上げたのです

が、一部 M&A した FSC という飲食店グループがまだ赤字を引っ張っており、そちらに引きずら

れた形で、若干 300 万ですけれども、まだマイナスになっています。 
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連結の BS です。2025 年の期末として、流動資産が 223 億、固定資産が 264 億、資産の合計とし

て 487 億、現預金が 113 億で、前期より 8 億 6,900 万マイナスになっております。この内訳は、

新たに千葉の工場の土地があり、そちらに配送センター、プラスアルファ、製造の機材を入れるス

ペースを作る工場を約 9 億かけて造りました。 

また、観光事業をこれから推し進めるため、ラビット急行という、浜松のバス会社を M&A し、そ

こに増資として約 4 億。他にもベトナムの関係の貸付や、増資、それらを含めまして、全部合わせ

て、現預金は 8 億 6,900 万減っております。 

有利子負債、こちらは 239 億 1,200 万です。Net Debt として 126 億ということで、18 億 9,000

万、118%、若干借りのほうが多くなってきております。先行投資だと思っております。 
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各事業の環境および今後の展開をご説明させていただきます。まず、主なアムスライフサイエンス

の事業の OEM 事業、お客様の商品を作らせていただく事業です。こちらはグラフにしましたが、

横の棒グラフで、当社が 4 番、この緑のところです。当社も OEM、主管事業を伸ばさせていただ

いております。 

紅麹の問題以降、厚労省や消費者庁の規制が今後も非常に厳しくなっていきますが、そんな中、大

手 5 社のこういう受託会社がシェアを少しずつ増やしているような状況です。当社はもちろんその

中に入っているということです。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
14 

 

 

こちらが投資 9 億ということで、今、海外の受注も増えておりますので、新たに生産設備として千

葉に倉庫兼出荷作業の建設を進行して、来月末に竣工ができるかと思っております。これは新しく

設備投資をするという話です。 

先ほど消費者庁や厚労省のお名前を出させていただきましたが、業界として今までは点と点の会社

関係でしたが、場合によっては今回のように全国的にお客様にご迷惑をおかけするようなお話もあ

り、受託企業としても今後は国にも事実を訴えていく、ある意味団体として国ともお話をする機会

も設けていかなければならないと思います。 

意見が業界の中でも一致したところを踏まえて、日本健康食品工業会を新たに今年設立いたしまし

た。4 社、アピさん、アリメントさん、東洋新薬さん、私ども、あとは三生医薬さんが最初音頭を

取りまして、会を作っていったということです。先日も消費者庁の⾧官様と面談し、団体としての

活動もさせていただいております。 
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同じくヘルスケア事業の海外です。特に NMN という商材が非常に好調でした。工場の生産性も上

がり、収益率も上がっております。比較的、海外のお客様の商品につきましては、利益率が非常に

高く取れるため、収益にも非常にいいように影響しているということです。 

生産面としては、千葉の工場で海外のイスラム圏のお客様向けの商品であるハラル製品を、日本の

ハラルではなく現地のハラルを、商品ごとに認証を取得しております。今後、よりイスラム圏のお

客様にも安心して使っていただける商材をどんどん製造して、販売に結びつけていくことで、こち

らも海外に出ていくということの施策の一つです。 
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ヘルスケア事業の自社製品部門です。こちらが前期比で 98%となり、2％落としてしまったのです

が、従来の通信販売はやはり苦戦しております。 

当社が OEM で作らせていただいているお客様の中にも、通販を中心としている会社様は、やはり

紅麹の影響を受けているというお話を聞いております。ただ、当社としては若干落としましたけれ

ども、その中身は従来の通信販売からインターネットのほうに移行が進んできております。人材も

増やしたこともありまして、徐々にですが回復してきております。足元はインターネットの受注が

非常に拡大してきております。 

店舗販売は、外商企画の催事、百貨店にテナントとして出ているところがあるのですが、そちらも

こちらから積極的に、優良なお客様に営業をさせていただくということで、これも地味ですが確実

に売上を確保しています。 
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本草製薬で、こちらも順調です。順調の理由が、一般用医薬品の漢方薬、OTC といわれている漢

方薬の OEM で、こちらが非常に好調です。医薬品の製造の認可を当社が持っており、自社工場で

作っていることもありまして、他社の販売会社様からご依頼いただいた漢方薬を、一物多名称とい

うことで、当社の権利でお客様にも作って差し上げるということが非常に伸びており、売上に寄与

しています。 

ジェネリック医薬品も、自社製造のピムロ、これは下剤ですが、販売強化してきた生活習慣改善薬

につきましては、引き続き好調です。また、医療用の漢方製剤の薬価が、ほとんど今まではなかっ

たのですが、2024 年の 4 月から 1.5 倍、国に薬価を上げていただきまして、これにより月約 1,000

万の売上利益が上がることで、本草製薬も順調に売上を伸ばしております。 
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こちらは、分かりやすく当社の医療用のお薬、病院で使っていただけるお薬と、それ以外のヘルス

ケア、一般用の医薬品の割合です。濃い緑のほうが、だんだん中身が増えてきているのがお分かり

になるかと思います。この中に漢方薬の OEM 事業も入っているということで、これからは医療用

の漢方薬ももちろんですけども、OEM 事業のほうも積極的に受けていこうということです。 
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本草製薬も歴史の⾧い会社で、名古屋に製造拠点が 3 カ所あるのですが、そちらも老朽化しており

ます。新たに設備投資をしないと、この OEM の受注に追いつかないこともありまして、グループ

会社本社の近くに、土地を購入いたしまして、ここに新しい本草製薬の本社工場兼事業所を、今計

画に入れました。 

こちらは敷地面積が 6,000 平米、延床面積が 7,500 平米で、投資額としては、今ちょっと上がって

いて、建設会社といろいろと毎日やっているのですが、約 30 億、プラス設備 10 億、40 億以上。

ここは補助金も出るので、こういうものを利用させていただきながら、基本的には銀行借入で現在

能力の 1.5 倍を目指して、一般用医薬品の漢方薬を製造していこうと、2028 年を目標としており

ます。 

こちらからは、同じ上場させていただいております百貨店のさいか屋の山野井に交代させていただ

きます。 

山野井：よろしくお願いします。ありがとうございます。代わりまして、さいか屋のご報告をさせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 
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まずは前期の結果をご報告させていただきます。売上高 46 億円、営業利益 1 億 1,400 万円、経常

利益 1 億 3,500 万円、親会社に関する当期純利益が 1 億 1,000 万円となりました。 

今期の予算を先にご報告をさせていただきます。今期に関しては、売上が年間 48 億円、営業利益

に関しては 1 億 5,000 万円、経常利益 1 億 4,000 万円、当期純利益 1 億 2,000 万円という形で 9

月からスタートしております。 

こちらの資料の中を見ていただくと分かるように、AFC がさいか屋を連結子会社にして、前期で 3

年が過ぎました。初年度から 3 年間、わずかでありますが何とか 3 年間黒字をしっかりと確保して

います。数字に関しては落としている部分はありますが、本社からも黒字をということで、AFC

が入るまではさいか屋は大体年間で平均 3 億円ぐらいの赤字を 5 年間作っておりました。ここ 3

年間である程度グループの資金力、指導力について応援をいただきながら、結果は出せてきている

と思っております。 

今ここで見ていただいているように、百貨店、横須賀店、それから藤沢店という中で、テナント定

借の部分が非常に増えています。大きな変革としては、3 年前に藤沢店に入っているお取引先が、

条件の変更などいろいろあった中で、お客様の応援もいただきながら、そことは契約解除して、ヤ
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マダ電機さんにお入りいただいて、一気に業績が改善できたという流れの中で 3 年間過ごせて、ど

うにか黒字化が維持できてきたと思っています。 

当初、非常に百貨店の中でこうやって定借のものが増えるということで、当然さいか屋も百貨店協

会に入っておりますので、いろいろご意見などいただきました。結局、今は地方百貨店を含めて、

さいか屋も含め、非常に厳しい状況で、さいか屋が一つのモデルケースになりながら、百貨店業

界、地方百貨店も同じように自主運営から定借でやっているところが増えてきている中、そういう

意味では、AFC グループになってから早い業態変更と、それから黒字化は達成できたのではない

かと思っております。 

その中で、お話ししたように、24 年 9 月に横須賀店のパシオスさん、これは総合衣料メーカーで

す。24 年 10 月にライフ、これはスーパーのライフさんです。それで 25 年には、横浜でやってい

るポンパドウルというパン屋さんが藤沢に入り、25 年にはローカストという安いブランド品とい

うことで、ここに入っていただきます。 

特にライフさんなどスーパーさんに、今、食品のデパ地下といわれているところに入っていただい

ています。当初は、なかなかご出店いただくに当たって、厳しいのではないかというお話もありま

したが、現実には非常にライフさんも好調で、ライフさん自体も、地方百貨店とか、そういうとこ

ろにこれからご出店されるのではないかというぐらいに、さいか屋の藤沢店はうまくいっていま

す。当然、入店客数も増えておりますので、店全体の入店客数も増えて、横須賀も藤沢も非常に快

調な状況です。 

横須賀も藤沢も、さいか屋は自分たちで百貨店としてやっていますが、両方とも地権者さんが結構

いる中で、こちらのように、藤沢店は建物の 8 階を買って、70%、まだ 30%の地権者さんがおりま

す。横須賀店に関しては、15%を持っている地権者さんから、私どもが今期買わせていただきまし

たので、横須賀店に関しては 100%私たちの持ち物という形で、しっかりこれからその分の経費

が、年間 4,000 万ぐらい賃料がなくなっておりますので、その部分が業績に大きく貢献できるので

はないかと思っております。 

一番下に書いてあるように、2026 年の春ということで、来年の 3 月を予定しております。これが

総合的なゲームなどいろいろあるラウンドワンさん、ここに入店していただく予定です。今、さい

か屋の部分の 5 階、6 階と、屋上、ここの部分を私どもが現状復旧しながら、11 月 1 日にラウン

ドワンさんにお渡しして、来年の 3 月中旬ぐらいになると思いますが、オープンする予定です。 
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ラウンドワンさんに横須賀店に入っていただくということで、これで横須賀、藤沢、今までは結構

空きが、当初 3 年前は、大げさに言うと 4 割近くの空きがありましたが、このラウンドワンさん

で、もうほとんど 100%に近いぐらい全て埋まります。そういった中で、これからしっかり 3 年

間、黒字化を維持し、3 年間の中期経営計画に関してはしっかりと、自主店舗、特に自主運営した

ものを積極的にやりながら、従来の百貨店の部分を、スリーフロア、ツーフロアになりますけど

も、しっかりとやりながら、売上とともに収益を上げていければと思っています。 

ラウンドワンさんに関して、まだラウンドワンさんから、具体的にどこに何を置くということはご

報告を受けておりません。一応、IR 的には、ご出店いただくということで、グループ、さいか

屋、それからラウンドワンさんで今発表していますが、一応バッティングセンターやボーリング、

総合的なアミューズメントの形をとりながら、新しいお客さんを横須賀にご来店いただければと思

っています。 

たまたま横須賀市の方たちとお話しした時、当初 15 年ぐらい前に、ラウンドワンさんに市が来て

ほしいということで交渉をして、だいぶ土地の確保までしたらしいのですが、どうしても周りに学

校があるなどそういうことがあって、その時は出店計画が中止になってしまったという事実があり

ます。 
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今回、横須賀中央という京急の駅、JR の横須賀駅が近くにございまして、それとともに、横須賀

市のほうも、ラウンドワンさんがさいか屋の中に入るということで、非常に応援をいただけるよう

な体制にもなっておりますので、3 月以降、しっかり業績を上げながら、収益をしっかり上げてい

ければと思っております。 

今期を何とか乗り越えながら、来期 2027 年、2028 年で大きな黒字を出して、本社にも貢献でき

るよう、株主の皆様にも貢献できるように頑張ってまいりますので、よろしくお願いいたします。

私からは以上です。 

淺山：ありがとうございます。補足いたしますと、当社がグループ化する前に、先ほど山野井が申

したとおり、年間 3 億、5 年間で 15 億の赤字を出した会社ですけども、当社にグループ入りして

から、初年度から大幅に改善しまして、現状は黒字化できています。ただ、利益が非常に少ないと

か、株価のこともありまして、目下、より黒字化を進めると同時に、将来は地方の開発に、横須賀

市とか藤沢市とご協力させていただきながら、開発の中に入りながら、今後の展開を狙っていくこ

とを考えております。 

特に、横須賀も藤沢も、現場のスタッフが非常に頑張っておりまして、外商部もあるものですか

ら、フロア面積が減っても外商部を中心に、優良なお客様に積極的に良いものをお届けするという

ことにも力を入れていくということで、今後も利益をより改善していく予定です。 
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飲食事業ですが、静岡を中心にしている、なすびグループと、浜松を中心にしている FSC グルー

プ、同じ静岡県の飲食店グループを二つ、当社グループに入りまして、両者とも売上はコロナで非

常に苦労しておりました。コロナ後、なすびグループについては比較的早く改善していきました

が、FSC はちょっと借入等が大き過ぎたというか、それを背負いながら走っているので、非常に

苦戦していて、全体的には利益がまだ出にくいようです。 

原材料費も上がって、飲食店事業は非常にどこも苦労しておりますが、お米の問題等いろんな当社

グループに入ったなすびは、グループ会社の後ろ立てを有意義に使って、今後はケータリング事業

や、グループの中でも、飲食店事業の中でも、いい事業のほうにより積極的に投資しまして、今後

展開していきたいと思っております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
25 

 

 

不動産・建託事業です。始めて間もない、当社は自社で最初始めておりまして、ここを今後の展開

にしていこうということです。先ほど FSC のお話をしましたが、その会社の親会社が、不動産事

業を中心にした会社を買ったことによって、飲食事業も付いてきましたが、不動産事業も、中を開

けたら非常に厳しい状況でした。非常に借入等が大きくて、中も大変ひどく、今それをここ 2 年ぐ

らいかけて立て直しております。 

前期は何とか、売上も前期比 140%と伸ばして、一番大事な利益のところは大幅な赤字から黒字に

何とか改善ができました。今期以降、まだまだ売上のボリュームとしては大きくないですが、1 億

5,000 万弱の年間で営業利益を目指して今頑張らせていただきます。具体的には、アパート経営を

中心にやらせていただいております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
26 

 

 

その他事業ということで、当社は静岡空港を立て直そうと、ここも非常に赤字経営が続いていま

す。現在の鈴木知事、牧之原の市⾧と、おかげさまでそういう方たちともご面識をいただく機会が

増えました。静岡空港を活性化しながら、よりインバウンド、海外からのお客さんを静岡へと引っ

張ってこようということで、観光事業を新設しています。 

そのためにバス会社を M&A し、静岡でコロナのために売上が下がった有名な企業が、その手放し

た事業部の人たちを当社に取り込んで、新たに始めた事業です。こういうところも今後グループの

中で基幹事業にしていくべく、目下、頑張っております。まだまだ赤字が進んでおりますが、これ
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も確実に黒字化を目指して、今期以降、頑張っていきたいと思っております。

 

観光については、ベトナムの現地で当社の 5 SPRO という関連会社があり、こちらの社⾧が観光業

に精通しているということで、ベトナムのリゾート地のダナンに自前のホテルの計画が進んでおり

ます。具体的な完成予想図のパースができてきており、ダナンの中心地にこういったホテルも経営

していこうということで計画し、この後建設に入っていく予定で、今は現地の許可申請待ちだそう

です。これが下りると建設に入ると聞いております。目標としては、27 年の 1 月に開業予定で

す。 
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こちらは国際学院です。地方は人材不足が由々しき問題ですが、こちらの国際学院から卒業後に直

接当社で働けるというわけではありませんが、上の大学・専門学校・短大に進学していただいて、

より日本語を学んでいただきながら、将来、その卒業生が当社グループで働いていただけるべく、

教育させていただいております。 

開校してからまだ 2 年で、最初は 80 名の定員、マックス 200 名までの学校として建設いたしまし

た。当初は定員が 80 名から始まっておりましたが、増員の許可が 10 月にやっと適正校として選

定されたことによって、今後 1.5 倍の増員を申請させていただきます。そうしますと、今度 120 名

の生徒さんに勉強していただけることになります。最終的には 200 名を目指して、段階を踏んで

生徒を増やしていくということで、これは授業料等でもうけようという事業ではないですが、いい

卒業生を将来的には当社グループにたくさん事業がありますので、そういうところで活躍していた

だきたいということを目標に、彼らに日本語を教育しているようなこともやらせていただいており

ます。 
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よく中⾧期の計画を出さないのですかと投資家の皆様からご指摘をいただきます。一応現場として

はそろそろ中⾧期計画を出したいと思っているのですが、特に建託事業や観光事業が走りだしてま

だ 1～2 年のグループ事業のため、こちらの先が見え始めた段階で、既存事業とプラスして、グル

ープ会社としての将来の展望や数字も踏まえてなるべく早く作っていきたいと思っております。 

海外はいろいろやっています。重慶、これは中国ですね。中国が当社は強いものですから、広州、

上海、重慶、先ほどのベトナム、あとは静岡空港を中心に、この中にも、あさふじ厨’s という飲食

店を出店させていただいたり、広告宣伝もさせていただいたりしております。今後は静岡県の観光

業を盛り上げるために、特に海外からのインバウンドのお客様を呼んでくるために、当社も頑張っ

ていく所存です。 
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今期の業績予想です。2026 年の業績予想は、売上高 341 億、対前期比 105%。営業利益 25 億

4,500 万、同じく 106%。経常利益 24 億 4,500 万、こちらは 100%。当期純利益 14 億 6,200 万、

こちらは 101%です。利益の伸びが少しというのは、新しい事業をどんどん始めていまして、まだ

赤字の事業もあるものですから、控えめな数字にさせていただいております。 

足元を見ても、ヘルスケアも、もう少し伸び悩むのではという現場の話を元に今期の予算を立てま

したが、足元は非常に予算よりも先行しているような形で、まだ順調のため、最終的にはこれを上

方修正するべく、目下、グループ全社合わせて頑張っているところです。 
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これは参考までに、同じく事業別の売上高のグラフです。 
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これは利益です。 
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株主還元としましては、配当性向を 2025 年は 34 円ですが、2026 年は一応年間 36 円を予定させ

ていただいております。 

当社は優待もやっておりまして、一般の株主様に非常に喜んでいただくべく、株主様のことも考え

て、経営も引き続きさせていただきたいと思います。 
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また、当期は第三者割当による第 6 回新株予約権を発行させていただいております。発行株式は

50 万株でございまして、資金調達額としては約 4 億。こちらを観光業、旅行用のバス、高級バス

を 3 台、プラス先ほど紹介したようなホテル、これの買収、もしくは準備資金として流用させてい

ただきたいと考えております。 

この後に参考資料として付けさせていただいておりますので、もしよろしければご確認いただい

て、お分かりにならないところは、現場のほうにご質問していただければと思います。以上となり

ます。本日はご清聴ありがとうございました。 

司会：ご説明どうもありがとうございました。  
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質疑応答 

 

司会 [M]：それでは、質疑応答の時間にまいります。ご質問のある方は挙手をお願いします。 

オノキ [Q]：オーナーズのオノキと申します。本日はありがとうございます。 

御社の M&A の取り組み方針についてお伺いできればと思っております。今後、例えば強化された

い、買収を検討されたい事業分野、あるいは対象企業として想定されているような規模感とか、投

資金額とか、何かそのようなクライテリアみたいのがもしあればお伺いできればと思います。 

淺山 [A]：今まで M&A は、正直言いまして、自分たちからこういう業界のこういう会社をぜひと

いうことで、そういう仲介会社様にお願いしたケースはほとんどなくて、成り行きというか、自然

に経営している中でお話があった話を、当初は創業者の名誉会⾧と相談しながら、今まで一緒にな

ってきました。 

さいか屋も、実はうちのテナントとしてたまたま出ていて、もうからないので撤収しにいこうと思

ったら、向こうの当時の経営者と話し合って、横浜銀行の皆さんが非常に中で苦労されているとい

うお話を聞いて、銀行経営では無理だから、われわれがやりましょうということで、自然体です

ね。 

当社の自己資本額が 50％から 30%に下がっていますが、さいか屋が 80 億、横浜銀行に借りてい

て、それを当社が肩代わりしたということで、内容がそういう理由の 80 億ですから、ご心配ない

かと思います。でも今後は、今ご紹介した中にも、観光は人材が不足していまして、もともと静岡

にあった観光会社が撤収して、そこにいた割と高齢の方たちが、今 4～5 人でやっているのです

が、今後のスタッフ、またホテルを作っても、そこのスタッフ、そういうものが多分不足するかと

思いますので、そういった分野の専門の方たちのノウハウ、会社があればということです。 

われわれ静岡の浜松にあり、静岡は今度、自前でバスの基地を作るのですが、東方面がないので

す。東方面のバスで困っていらっしゃる、困っていなくても、そういう会社様。もしくは横須賀、

神奈川にさいか屋もあるものですから、東京に進出していく意味では、そういう会社様とかあれば

です。 

日本語学校をやっていますが、日本語学校を卒業して 1 回専門学校等へみんな行きます。そこか

ら、彼らは就職したい、日本で働きたいので、希望でうちへ帰ってきてもらいたいと言っています

が、そこまでの実績がまだ出ていないです。日本語学校の上の専門学校や、学校法人など、そうい
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うところがあればつながるので、直接そこを卒業したら、強制じゃないですが、ぜひうちのグルー

プに、飲食もあるし、観光もあるし、不動産もあるよと。もちろんヘルスケアの事業も、漢方薬も

作っていますよというところで、海外で働いていただける日本人をいくら募集してもなかなか来な

いので、そういった人々がもしあれば、ご紹介していただければ助かります。 

オノキ [M]：ありがとうございます。 

司会 [M]：ありがとうございました。他にご質問どうでしょうか。 

質問者 [Q]：いつもご丁寧なご説明ありがとうございます。1 点お伺いしたいです。いろいろ業容

が広がって、底が上がってきているなと毎回拝見していて思うのですが、人の面で、今スタッフと

して働く人を採るのが大変になってきていると思いますし、そういう立て直しをするような人も大

変になってきていると思いますが、人を採るとか、そういう御社に必要なスキルを習得してもらう

というところで、どんな取り組みを現状していらっしゃるのか、今後されていくおつもりなのかを

お聞きできればと思います。 

淺山 [A]：人材の問題のご質問だと思いますが、先ほどご質問していただいた方も言っていらっし

ゃったとおり、M&A は一つ、有用な手段だと思います。学校も、われわれの方針として、自分た

ちで一から始めないと、苦労や大変なところ、いいところ、悪いところが分からないので、まずは

自分たちでやり始めるということを大事にしてきました。スピード感を持つという意味では、ご協

力いただけるような会社様、一緒になって頑張っていこうという会社様と一緒になったほうが、そ

こに人材がいらっしゃると思いますので、いいというのが一つ。 

もう一つは、先ほど日本語学校の話をしましたけれど、自社で海外のスタッフを積極的に登用して

いく、この 2 本立てですかね。人材の確保ですね、実際にはまだまだ足りないです。本草製薬は新

しい工場を造るということで今募集していますけれども、静岡でなかなか募集が集まらないんです

ね。工場は建ったけど働き手がいないのでは、やっぱり無理がありますので。一部はロボット化と

か、そういったことも考えておりますけれども、どうしても最終的には人の手がかかるものですか

ら、そういう人材を、自社のグループを利用することと、M&A も念頭に置きながら人材の確保に

努めたいと思います。 

質問者 [Q]：グループ間の中で人が余ったりするところとかも出てくるのかもしれませんけども、

人材を横に動かすみたいなものも今後はあり得るんでしょうか。 

淺山 [A]：これはグループというか、会社の中に制度があります。今、新しく新卒で入ったスタッ

フの方とか、中途でも積極的に募集していますが、入社していただく方が、せっかく入っていただ
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いても、その部門でちょっと合わないとか、そういったケースもやっぱり出てきています。通常で

すと、そのまま辞められて他社に行かれることもあるのですけが、他社へ行かれるぐらいだったら

グループで働いてみないかとか、そういうことは総務を通じてやっております。 

実際、具体的に何人か、この間も営業で入ったのですが、やはりちょっと営業は厳しいという、こ

れは新卒者でしたが。であれば工場のほうで頑張ってみないかと言ったら、ありがとうございます

と、積極的に。それでは工場で頑張らせていただきます、というようなこともあるものですから、

せっかく採った人材はなるべく外へ出さないというか、そういう取り組みはさせていただいており

ます。 

ただ、横で余っている人材というのは、実際正直言うとおりませんので、グループを見渡しても、

どこも足りないですね。親会社が上場させていただいていることもあるのですが、結局、上場会社

が受託の企業ですから、あまり積極的にこれまで広告宣伝してこなかったのです。それをよしとし

ていたのですが、グループも多角化してきて、AFC を中心に広めていこうということで、TV 局に

⾧年勤めていた方をヘッドハンティングして、広告宣伝を積極的にということで、費用も少し取り

まして、全社費用で今期も少し利益のところで、全社費用で 6,000 万ぐらい。 

それがほぼ、今日お越しいただいた時に映像が流れたかと思いますが、ああいったことを機会があ

るごとに流して、一つは、今までは物を売る広告ばかりだったんですが、グループとしての知名度

を上げて。そうすれば株価も少し反応してくれるかもしれないし、親御さんが見て、リクルートと

いう意味でも、この会社だったら安心そうだなということを、積極的に前にちょっと出てみようと

いうことで取り組んでおります。お答えになったか分からないですけど。 

質問者 [Q]：できればもう 1 点。さいか屋さんにお伺いしてみたいんですが。社⾧の代になって、

立て直しして 3 年たたれて、順調だなとお見受けするのですが、社⾧ご自身も、さいか屋の中で次

の展開という形で動いていかれるのか。それとも、グループの中でまた別の会社を立ち上げるみた

いな形で、誰かに社⾧を譲って展開されるのか。さいか屋の再生がなった後の展開というのはどう

いう形で誰がやるんだというのを今お考えなのかをぜひお聞きしてみたいなと思います。 

山野井 [A]：今ご質問あった件、私も十数年前にモリヤ健康食品という会社におりまして、AFC に

M&A されて今に至っております。そういった中で、当然ご質問あったように、雄彦会⾧からもお

話がありましたけども、私も AFC の中で、淺山名誉会⾧に 14 年間もまれまして、営業だけでずっ

と、百貨店の高島屋さんから、三越さん、伊勢丹さん、全部営業しながらやってきて、営業でやっ

てきた部分が、今度は百貨店経営という部分に、AFC でもまれ、鍛えられてきましたので、非常

に改革、改善としては、取引先としての百貨店の良いところも悪いところもよく分かっておりまし
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たし、AFC のメーカーとして今までの培ったコストとか、指示系統を、しっかり私がいた会社と

は違う内容で、4～5 年の間に相当鍛えられました。 

それを今、さいか屋のほうに、もちろん銀行さんの金利とか、静岡本社の応援をフルにいただきな

がら、今お話しさせていただいたような内容を、さいか屋の、今日、中野も管理本部⾧として来て

おります。今日は来ていませんけど、脇田という専務も含めて、私ともう 1 人、新規事業開発とい

う、先ほど話ししたように、店舗、外商、新規事業、それから店舗というところで、1 人だけ今

AFC から転籍している者がいるんですけれども、今さいか屋にいるプロパーの社員の方たちに、

私が AFC で鍛えられた部分をしっかりと伝えながら、それが 3 年間で徐々に浸透して、今みたい

な黒字が保てたと思っております。 

今後に関しては、さいか屋で自主運営しながら、さいか屋は 114 年の歴史もございまして、上場

もしておりますし、非常に今日も、りそなさんがいらっしゃっていますけど、横須賀の再開発と

か、いろんな部分が目白押しで来ておりますので、私がずっと頑張れるかどうかというのはともか

くして、当然静岡本社とのやりとりが重要になってくるので、店舗運営に関しては、今日、中野、

脇田、みんな新卒の学生の男子が相当、幹部がおりますので、百貨店運営に関してとか、再開発に

関しては、今いるさいか屋の人間で十分こなせていけるだろうということは、雄彦会⾧ともお話を

させていただいています。 

あとはプラス、静岡とのやりとりさえしっかりでき、グループシナジーがしっかり出ていければ、

さいか屋としては、これから改善しなきゃいけない点もいろいろあるのですが、当面しっかり黒字

化を図りながら、新しい再開発や、新規事業をしっかりやりながらやっていければ、さいか屋は

160 年、200 年の歴史を積めるのではないかなと思っています。 

人材に関しても、かなり規模が小さくなっておりますけども、まだプロパーの人間が相当おります

ので、そういった形で、静岡から私の代わりが 1 人ぐらい来れば、十分にさいか屋としては、若手

も育っていますし、当然静岡本社に私と同じように定期的に行って、各部署とのコミュニケーショ

ンも取れているので、そんなに将来的には大きな変革なく、今いる人員と静岡本社の応援をいただ

ければ、今のまま黒字化、それから収益を上げられるんじゃないかなと私的には思っています。い

かがですか。 

質問者 [Q]：ご自身が当面は率いるということなんですか。 

山野井 [M]：当面、何ですか。 

質問者 [Q]：当面はご自身がトップでということなんですか。 
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山野井 [A]：代表取締役は私と名誉会⾧、淺山忠彦の 2 人になっていますので、当然私も代表権を

持っていますけれども、名誉会⾧もおりますので。いろいろ静岡本社のやりとりや、静岡本社の資

金力というのは非常に大事な部分があって、先ほどもお話ししたように、いろいろ銀行さんから金

利を、家賃を払うよりは金利のほうがだいぶ安いもので、まだまださいか屋の信用が薄いもので、

どうしても静岡本社の全面的なバックアップがあっての今の債権の状況なので。これは何度もお話

ししますけれども、新規、再開発とかいろんな部分が横須賀も藤沢もございますので、こういった

部分を最大限に活用しながら、先ほど会⾧からもあったように、80 億円の横浜銀行の借入もまだ

残っておりますので、こういう部分をなくしていきたいと考えていますし、そういう方向性も十分

いけるだろうと私は思っています。これは静岡本社とも共有しておりますので、大丈夫だろうと思

っています。 

私は、当然結果が出なければ、いろいろなこともあると思うので、何しろ全力でやりながら、静岡

本社、それから株主の皆さんの応援をいただきながら頑張っていきたいと思っております。自分で

は何年というのは今決めておりませんが、年齢的にもそう⾧くはやれないと思いますので、何しろ

さいか屋と静岡本社の応援をいただきながら、後任を育てながら、グループに貢献できればと思っ

ています。 

質問者 [M]：ありがとうございます。 

司会 [M]：ありがとうございました。それでは時間がまいりましたので、以上をもちまして本日の

説明会は終了です。どうも皆さん、お疲れさまでした。 

淺山 [M]：ありがとうございました。 

司会 [M]：どうも会社の皆さんありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 
1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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